
「奄美市笠利町シマ（集落）聞き書き調査活動」

１ 学校名 大島北高等学校

２ 学年・人数 １・２・３年，22人（聞き書きサークル）

３ 日時・場所

(1) 調査の日時・場所

広島経済大学・琉球大学との高大連携調査・奄美市郷土研究者

８月２日 10:30～12:00 13:30～15:00…笠利地区調査活動

８月３日 10:30～12:00 13:30～15:00…佐仁地区調査活動

８月４日 10:30～12:00…赤木名地区調査活動

13:30～15:00…総合実践室（調査のまとめ）

９月７日 16:00～18:00…総合実践室（ＤＳＴ作成ガイダンス）

９月８日 16:00～18:00…総合実践室（ＤＳＴ作成）

10月１日 8:30～18:00…総合実践室（ＤＳＴ録音編集・鑑賞会）

(2) 発表の日時・場所

７月27日 16:00～17:00・県立奄美少年自然の家

大島地区ジュニアリーダー研修会における実践発表

生徒発表（3年A組土浜・3年C組熊本）

10月18日 16:00～18:00・大島北高

千葉商大連携の打合せ（宮崎緑国際教養学部長来校）

11月22日 16:00～18:00・奄美パーク

千葉商大１年生と高大連携ワークショップ

11月23日 9:00～11:00・奄美パーク

千葉商科大学と高大連携ワークショップ発表会

12月11日 11:00～12:00・奄美市太陽ヶ丘総合体育館

笠利まちおこしフェスティバルにて生徒による活動発表

（3年A組土浜）

12月16日 18:30～19:00・奄美ＦＭ夕方フレンド番組出演

3年A組土浜・２年A組畠山・１年A組佐藤・川畑

12月 18日 15:10～15:20・笠利地区農業改善普及センター

大島北高クリスマスコンサートで DST 動画作品披露
（1年A組佐藤・2年C組川原・2年A組畠山）

４ 伝承・活用に取り組んでいる郷土芸能，伝統行事について

(1) 名称 奄美市笠利町シマ（集落）聞き書き調査活動

(2) 由来

聞き書きサークルとは，地元の集落で高校生が高齢者や名人に話を伺い，

それを書き起こし，まとめて地域に還元したり，グローバルに発信するこ

とで社会貢献する活動である。



(3) 構成等

赤木名・笠利・佐仁地区で，高齢者や名人に，昔の美しい風景や楽しか

ったことや辛かったこと，伝え残したいものをインタビューした。話の

中で，八月踊りや島唄，奄美の郷土料理・奄美の方言，大島紬等の伝統

芸能や文化，美しい島の海や山の風景や戦時中や戦後の仕事や暮らしぶ

りが高校生に伝えられた。それを書き起こし調査報告誌を作成する。さ

らに，今回は聞き書きの内容に生徒の感想を加えたビデオ動画（ＤＳ

Ｔ）をまとめた。

５ 保存会や地域との連携の具体

奄美市教育委員会からは，マイクロバスの貸し出しや研究冊子印刷費・

指導者旅費謝金等の支援をいただいた。

調査対象者の選定等や調査の企画には奄美郷土史研究会の指導支援をい

ただいた。さらに琉球大学・広島経済大学には，調査の指導助言から，ビ

デオ動画（ＤＳＴ）製作の指導ＤＳＴ作品の支援をいただいた。

千葉商科大学との高大連携ではこれらの聞き書きの内容を素材にした奄

美の観光のシンボルを創作するワークショップを企画していただいた。

６ 文化財伝承・活用の取組の工夫した点

学校では，1年生全員に昨年の聞き書き活動を報じたニュース番組を見せ，

目的や内容を周知して聞き書きサークルの参加者を募った。

当日の調査対象者の選定等や調査の企画には，奄美郷土史研究会全面的

なバックアップ支援をいただいた。さらに琉球大学・広島経済大学には，

調査の指導助言から，ビデオ動画（ＤＳＴ）製作の指導ＤＳＴ作品の支援

をいただいた。

千葉商科大学との高大連携では，宮崎緑国際教養学部長に全校生徒に対

する郷土講演会を実施していただいたり，聞き書きサークルの生徒と国際

教養学部１年生が奄美の観光のシンボルを創作するワークショップを企画

実施していただいた。

３年の本年度も調査報告冊子の作成を行う。また，ビデオ動画（ＤＳ

Ｔ）もネット上に公開する予定である。

７ 取組の様子（練習状況，発表の場等）

奄美新聞７月２８日８面の記事の一部 12 月 11 日奄美市笠利まちおこしﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙでの活動発表



奄美新聞８月５日の記事の一部 奄美新聞11月24日の記事の一部

８ 参加児童生徒・保護者・保存会・教員等の感想・意見

１年普通科佐藤望蒼さん「祖父母が瀬戸内町にいるが，（島口が）知らな

い外国語のようで方言がまるで分からない。今回調べた集落毎でも違う方言

になっていた。小さい頃からの自給自足や兄弟の下の子の面倒の見方など，

昔の人は苦労をしていたのだという印象を受けた。また，塩や味噌まで自給

自足だった，昔の生活の様子も興味深かった。来年も是非，聞き書き調査を

続けたい。」

２年普通科畠山優太くんは「奄美の戦争中の様子を今まであまり知らなか

った。今回聞き書き調査を進めて，米軍の空襲から避難するための警報が出

されるのに，郵便局員が無線通信を利用して従事していたことに驚いた。奄

美の空襲での犠牲者を極力少なくした郵便局員は英雄だと思った。」

３年情報処理科熊本春樹くん「広島の原爆と同じ日に赤木名空襲があり，

赤ん坊から小さな子供が犠牲になったと知ってびっくりした。奄美の戦争中

の様子を詳しく調べたくなった。」

飛松千暁先生「生徒が３日間調査活動を行い，高齢者や名人の方の話を聞

くことで，自分のルーツを見つめ直すことができる貴重な機会となった。あ

る男子生徒は島口の敬語表現の豊かさに気付いたり，ある生徒は，おばあの

小学生時代に物資がなく，教科書は友達のものを写して利用したり，鉛筆を

短くなるまで使い持てなくなったら竹に刺して使ったりした話にびっくりし，

昔の子供達の向学心に驚かされ，今の豊かさの中で恵まれている自分に気づ

いていた。またある生徒は八月踊りや大島紬・シマジュリ（郷土料理や郷土

菓子）など様々な地域の有形無形の文化遺産の大切さに気づいたり，同時に

戦争戦後の混乱期を生きたおじいやおばあの苦労話から自分の生き方への教

訓を学んだ３日間になっている。」


